
異尺度対応注釈オブジェクトの使用例

「異尺度対応寸法オブジェクト」の作図手順の一例を示します。

前提条件
・ レイアウトページ ⇒ A3ヨコ
・ レイアウトビューの大きさ ⇒ よこ400mm × たて275mm
・ 寸法のスタイル ⇒ レイアウト ページ空間で 矢印の大きさ：3mm、文字高さ：3mm になること
・ 作図する内容の大きさ ⇒ おおよそ よこ4000mm × たて2500mm で、周辺に寸法および説明文などを記入

作画手順
① レイアウトのページ設定 ⇒ A3ヨコのページレイアウトを作成
② レイアウト ビューポート作成 ⇒よこ4000mm × たて275mm のビューポートを作成
③ 寸法オブジェクトスタイル作成 ⇒ スタイル名：Standard にて、矢印の大きさ：3mm、文字高さ：3mm などを作成
④ レイアウトビューポート尺度設定 ⇒ 1：16 （ビュー 400×275に対し、図 4000×2500 プラスアルファから考慮）
⑤ 注釈尺度設定 ⇒ 1：16 （ビューポート尺度と同じ）     
⑥ 自動尺度設定 ⇒ オン（注釈尺度が変更されたとき、異尺度対応オブジェクトにその尺度を自動で追加する）
⑦ 注釈オブジェクトの表示設定 ⇒ 現在の尺度のみ（現在の図の尺度と注釈尺度が一致しているときのみ表示）
⑧ 作図

尺度の変更
予定よりも図が大きくなり レイアウトビューポートの尺度を 1：16から 1：20 に変更する必要が発生したと仮定

作画手順
⑨ ビューポート尺度変更 ⇒ 1：20 に変更
⑩ 注釈尺度変更 ⇒ 1：20 に変更

異尺度対応にすることで、尺度に合わせて寸法オブジェクトのスタイルを いちいち設定・変更する必要がなくなるので便利です
使いこなすまでが難しそうですが・・・



①「A3ヨコ」のページレイアウトを作成（その１）

「レイアウト1」を表示した状態で「ページ設定管理」を開きます

右クリック

ページ設定管理

修正

「ページ設定」を開きます

ページ設定管理



①「A3ヨコ」のページレイアウトを作成（その２）

プリンタ／プロッタの名前は、なんでもよいのですが、
「AutoCAD PDF (High Quality Print).pc3」にしておきます

用紙のサイズは「ISO フルブリード A3 (420.00 × 297.00)」
（余白なしの設定です）

「印刷スタイルテーブル」は,
とりあえず「acad.ctb」にしておきます

「OK」で終了

ページ設定



①「A3ヨコ」のページレイアウトを作成（その３）

「レイアウト」の名前も「A3ヨコ」にしておきましょう。

右クリック

名前変更

レイアウト名変更



①「A3ヨコ」のページレイアウトを作成（その４）

レイアウト「A3ヨコ」 ができました



②よこ4000mm ×たて275mm のビューポートを作成（その１）

レイアウトビューポート選択して右クリック

削除

現在のビューポートは消してしまいましょう



②よこ4000mm ×たて275mm のビューポートを作成（その２）

「レイアウト タブ 」 ｰ「レイアウト ビューポート」 – 「矩形」
で、よこ400mm ×たて275mm の矩形ビューポートを作ります

ビューポートの一方のコーナーを数値入力（絶対座標）にて指定します
「10」「,」「10」「Enter」

ビューポートの左下は 絶対座標で（10 , 10）にしたい



②よこ4000mm ×たて275mm のビューポートを作成（その３）

ビューポートの一方のコーナーを数値入力（絶対座標）にて指定します
「410」「,」「285」「Enter」

ビューポートの右上は 絶対座標で（410 , 285）にしたい



②よこ4000mm ×たて275mm のビューポートを作成（その４）

よこ400mm × たて275mm のビューポートが完成



③寸法オブジェクトスタイル作成（その１）

名前「Standard」で 寸法オブジェクトの スタイルを設定します

注釈



③寸法オブジェクトスタイル作成（その２）

寸法スタイル管理をクリック



「Standard」を選択して修正

③寸法オブジェクトスタイル作成（その３）

修正
Standard



③寸法オブジェクトスタイル作成（その4）

文字の寸法線からのオフセット：1mm

寸法補助線の延長長さ：1mm
寸法補助線の基点からのオフセット：1mm

文字の高さ：3mm
矢印のサイズ：3mm

異尺度対応：チェック



異尺度対応オブジェクトに設定されると
マークがつきます

③寸法オブジェクトスタイル作成（その５）



④レイアウトビューポート尺度設定

レイアウト ビューポート の尺度を １：１６に



⑤注釈尺度設定

注釈尺度を １：１６にします

注釈尺度



⑥自動尺度設定（その１）

自動尺度：オン

自動尺度：オン

ビューポートの尺度が変更されたとき
図内の異尺度対応オブジェクトに
自動的にその尺度が追加される

「自動尺度」設定は、モデル空間と ペーパーレイアウト空間
それぞれに存在します。（複数のレイアウトでは同一）



⑥自動尺度設定（その２）

自動尺度：オン

自動尺度：オン

注釈尺度が変更されたとき
図内の異尺度対応オブジェクトに
自動的にその尺度が追加される

「自動尺度」設定は、モデル空間と ペーパーレイアウト空間
それぞれに存在します。（複数のレイアウトでは同一）



⑦注釈オブジェクトの表示設定（その１）

注釈オブジェクトの表示：現在の尺度のみ

注釈オブジェクトの表示：現在の尺度のみ

現在の尺度（ビューポート尺度）と同じ尺度が、
異尺度対応オブジェクトに登録されている時のみ
異尺度オブジェクトが表示される。
（それ以外では非表示になる。）

「注釈オブジェクトの表示」設定は、モデル空間と ペーパーレイアウ
ト空間それぞれに存在します。（複数のレイアウトでは同一）



⑦注釈オブジェクトの表示設定（その２）

注釈オブジェクトの表示：現在の尺度のみ

注釈オブジェクトの表示：現在の尺度のみ

現在の尺度（注釈尺度）と同じ尺度が、
異尺度対応オブジェクトに登録されている時のみ
異尺度オブジェクトが表示される。
（それ以外では非表示になる。）

「注釈オブジェクトの表示」設定は、モデル空間と ペーパーレイアウ
ト空間それぞれに存在します。（複数のレイアウトでは同一）



⑧作図（その１）

作図したつもりの画です
ハッチング部分が図だとします

モデル空間で、寸法オブジェクトは、寸法スタイルで設定した大きさ
（距離）の 尺度の逆数倍（16倍）になっています。

この場合、矢印の大きさ：48mm、文字の高さ：48mm になっています。
つまり異尺度対応を定義することで、尺度によって、いちいちスタイル

の変更を行わなくてもよいことがわかります。



⑧作図（その２）

ペーパー レイアウト空間で、寸法オブジェクトは、寸法スタイルで設
定した大きさ（距離）になっています。

この場合、矢印の大きさ：3mm、文字の高さ：3mm になっています。

完成



当所予定より図が大きく・・・

当所予定よりも、図が大きくなってしまった



レイアウトを見ても体裁が悪い・・・。
ビューポート尺度を変更したい

ビューポートの尺度を変更したいが・・・



ビューポート尺度を1：20に変更して体裁を整える

→ 自動尺度有効になっているため、図面内の寸法オブジェクトに、
尺度 1：20 が追加される

→ 寸法のスタイルは変化せず、矢印の大きさ：3mm、
文字の高さ：3mm のまま

⑨レイアウトビューポート尺度変更



このときのモデル空間は・・・
注釈尺度が1：16であるため、レイアウト ページ空間で見る寸法オブジェクト

よりもやや（正確には16：20の割合で）小さく見える

→ 注釈尺度を1：20 に変更

→ 正確なスタイルで表示されるようになる
この場合、矢印の大きさ：3mm は、20倍の 60mm で表示される

⑩注釈尺度変更
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